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小川 孟

与えられたテーマについて考えているうちに 、 ‘はんの数枚です

から・・・・・・”という甘言に乗せられて、 とんだ難題を引き受けてしま

ったことに気が付いた。私という人間は‘職業人”としての意識が

極めて稀蔀で、私自身と職業人としての私とを鮮明に区別できない。

こうした職業人感覚の欠如が、筆を鈍らせている大きな原因である

らしい。

職業人でつまずいていたのでは、とても、……としての条件”に

は手が付かない。そこで、やむなく原点に戻っ て「職業」の概念か

ら復習することにした。手元の社会学辞典によれば「職業の概念に

は通常、個性の発揮、社会的連帯の実現及び生計の維持という 、個

人的、社会的、経済的諸側面が含まれている。すなわち 、社会生活

を営む人々が職業につくことによ って、その才能と境遇に応じた社

会的役割を分担 し、そ れを継続的に遂行し実現していくかたわら、

その代侶として一定の収入を取得し、必要な生活資料を獲得する行

為様式である。」と考えられている。しか し、 現実の職業にはこれら

三要素の調和ある統一はほ とんど見られない。あえて挙げれば、成

功した芸術家にその理想形態が残されているように思え るが、これ

も成功するまでに経済的側面の破綻で落伍する場合が少なくないし 、

成功しても、ともすれば経済的な面ばかりぎらぎらして、社会的側

面が貧しくなりがちである。今の世の中の風潮からすれば、 金が最

優先であり 、衣食足りてのち、社会的役割への配慮も多少生まれる

が、個性の発揮は大方あきらめているように見える。

しかし、 現実はそうであっても、 ‘職業人としての条件”の一つ

として、この三要素の調和を常に意識していることは大事であろう。

ある時期、どれか一つの側面にのみ集中するときがあっても、 他の

側面のあることを知り、復元への努力をすることが職業人 としての
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成功へつながると思うか らである。

大抵の人は子 どもの頃、大きくなっ たらなんになりたいか？とい

う質問を何回となくされたであろう。昔は男の子は大将が模範解答

だ ったが私などは屯車の迎転士を真面目に考えていた。何になるに

して も、必要なのは勉強、そして手に職をつけるこ とであるといわ

れた。今 でいう 学歴 と技術である。 これも職業人としての条件には

欠かせないが、ここで触れたいのはそのことではない。学歴、技術

を身につけた職業人と本体の人間 との関係である。学歴や技術が働

くのではない 。それを身につけた人間が働くのである。よく例に出さ

れる医師、 弁護士といった専門的職業は、先に述べた職業の三要素

が調和 してい るか らであろう 。 （最近はそうともいえないが・・・・・・）

このような専門職には守るべき倫理綱領がある。それには、社会的

役割や人間性、人格といった面が強調されている。高度の知識や技

術は不可欠であるが、それを身につけた人格こそが職業人として重

要であるこ とを示しているのたと思う。

もう少 し一般的なのは雇用されている職業人、いわゆるサラリー

マンである。 雇用 される側の人間は生活を維持する収入に対する期

待が大き い。屈用する側は、企業の目的である利濶を上げるのに役

立つ人間を求めてい る。 そのための要件を備えているのが職業人と

しての条件である。しかし、ここでも 意外に人間そのものが重視さ

れている。 最先端の技術を開発する能力があっても産業スパイ 事件

に巻き込まれるようでは困る。営業成績は抜群でも結果として社会

的制裁を受けるようでは企業にとって好ましい人間とはいえない。

組織の中での人間関係が強調されるのも、人間を丸抱えする日本の

雇用悧行の特色であり、たんに学歴や技術たけを求めているのでは

ないことを示している。職業人とその人間本体とは不可分なのであ

る。

職業人としての自覚に乏しい者が思いつく ｀職業人としての条件”

はこんなものであるがいかがであろうか。
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—編集後 記—--

進学 ・就職のシ ーズンとなりました。生徒や訓練生から進路の相

談を受け、お悩みの方も多いと思います。本号の特集は、いろいろ

な分野に就労している視覚障害者がどんな 資質を持っているか、裏

返せば、こうした職種に就くためにはどんな条件を備えなけれはな

らないかを、ケ ースレポ ート を中心に分析してもらいました。皆様

のお役に立てば幸いです。

本号の特集と大いに関係があるのですが、日本盲人福祉研究会で

は、 「視覚障害者労働白書1985年版 ー職業に関する資料集」 (B 

5判、本文 246ページ）を定価 2.000円（送料 300円）で新たに刊

行 しま した。視覚障害に関する 豊富なデータが掲載されており、お

手元に 置いておけば必ずお役に立つものと思います。 2年毎に改訂

する予定ですが、視覚障害児 ・者の仕事に従事しておられる方は、

特に机上に 1冊お備え下さい。販売の取扱いは 、他の図書と同じく
日本点字図書館用具部（振替口座 東京 5-44522) で行なってお

りますので直接お申 し込み下さい。

今回も通常のペ ージ数を大幅に越えて しまいました。読者の皆様

に対してはサ ービスになるのですが、発行者と しては俄具合が心配

です。本誌の普及や購読者拡張にぜひこ協力いただきますようお願

いします。 （田中 徹二）
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